












〈はじめに〉 

骨髄移植は,いくつかの血液疾患において,数少ない有効な治療法として認められるように

なってきている。また,骨髄移植はかなりリスクの高い治療法であるが,小児・若年層の方

が成人・高令者よりも有利であるといわれている。 

第 25 回小児血液研究会(会長臼井朋包・広島大教授,運営委員長 植田穣・日医大教授)の骨

髄移植ワークショップで行なった全国調査では,1983 年 6 月 30 日現在,小児期白血病患者

25例に骨髄移植が行なわれており,12例が死亡,13例が生存中であり,その内3例に白血病

の再発を認めている。いずれも HLA 合致の同胞,あるいは一卵性双生児を骨髄提供者として

いる。これ迄の報告同様,寛解時に行なった方が成績がよく,その成績も次第に向上してき

ている。 

骨髄移値の適応時期などは,化学療法の成績との兼ね合いで決まるものと思われるが,化学

療法を補い,白血病の治癒を目指す上で,今後ともその発展に大きな努力を傾注する必要が

あると思われる。 

今回,われわれは,13 才の急性骨髄性白血病の患児に対し,初回寛解中に兄より骨髄移植を

行なったので報告する。 


